
区 民 福 祉 委 員 会 

令和４年１２月６日 
 

いきいきプラザの指定管理者の指定について 
 

１ 施設の名称 
  いきいきプラザ（墨田区文花一丁目３２番２号） 
 
２ 指定の期間 
  令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで（５年間） 
 
３ 指定管理者とする団体 
（１）名称 

社会福祉法人奉優会 
（２）所在地 

東京都世田谷区駒沢一丁目４番１５号 真井ビル 
（３）代表者氏名 

理事長 香取 眞惠子 
（４）沿革 

平成１１年１１月 設立 
（５）同種事業の実績（自治体からの受託運営） 

ア 本区での実績 
令和４年４月～現在 高齢者福祉センター立花ゆうゆう館指定管理者 

イ 他自治体での実績 
江東区城東ふれあいセンター指定管理者、練馬区立はつらつセンター  

指定管理者等２１施設 
 

４ 選定経過及び選定理由 
（１）募集内容 
  ア 募集期間 令和４年７月１１日から令和４年８月２２日まで 

  イ 周知方法 区のお知らせ及び区のホームページに掲載 

  ウ 申請者数 ３者 
（２）選定経過 
   墨田区指定管理者選定委員会において、主管部検討部会での審査を経た

３者について、申請書類等に基づき、評価項目である①利用者サービスの向
上、②効率的・効果的な施設の運営、③事業計画の遂行能力の３項目に関す
る審査を行った。 

（３）選定理由 
審査の結果、選定団体は、評価項目の評価の合計点が設定した水準を超え、 

申請者の中で最高得点であったことから、いきいきプラザの設置目的を効果 
的・効率的に実現することが期待できるため選定した。 
 

５ 事業計画の要点 
（１）管理運営の方針 

高齢者が生きがいを持って暮らせるしくみづくりとしての、「地域包括ケ                                           
アシステムの充実」の実現に向けて取り組む。 

（２）主な提案内容 
ア 利用者サービスの向上に関する提案 
（ア）健康の保持・増進に資する介護予防体操・講座を実施するほか、住

民主体型サービス事業を実施する。 
（イ）教養や生きがい創出に資する各種講座を実施するほか、ファッショ

ンショー等のイベントを開催する。 
 



（ウ）スマートフォンやタブレット講座等を実施し、高齢者のデジタルデ
バイド対策に繋げる。 

（エ）法人が運営するインターネットサイト「ＹＥＬＬ」を活用して、ボ
ランティアのマッチングを推進する。 

（オ）オンライン講座を実施する。 
 
イ 効率的・効果的な施設の運営に関する提案 
（ア）指定管理料（提案額）：５１，５９５,０９９円 
（イ）予防保全の考え方に基づく修繕を行い、ライフサイクルコストを削

減するとともに、物品の使用量の削減や節電を推進する。 
（ウ）紙面、ＳＮＳ等の電子媒体を活用して、事業等の情報発信をし、利

用者増加に繋げる。 
 
  ウ 事業計画の遂行能力に関する提案 

（ア）同種施設の勤務経験者、適切なマネジメントと地域連携を推進でき 
る館長のほか、介護予防運動指導員を配置するとともに、施設及び事 
業運営に必要な研修を適宜実施する。 

（イ）防災対応等の各種マニュアルを整備するとともに、地域の防災活動 
への参加や防災ネットワークの構築へ向けた取組を行う。 

  （ウ）法人策定のガイドライン等に基づき、新型コロナウイルス感染症防
止対策を講じた施設運営を行う。 

  



審査結果 

１１名の委員が評価し、その合計点により審査を行った。 

評価項目（配点） 

得点 

社会福祉法人

奉優会 
Ｂ Ｃ 

１ 利用者サービスの向上（４０点×１１人＝４４０点） ３５４点 ２６１点 ２９９点 

⑴ 利用者にとって平等に利用できる環境が整えられているか 

（６点×１１人＝６６点） 
５２点 ３５点 ４３点 

⑵ 施設の設置目的を達成するための事業計画となっているか 

（２０点×１１人＝２２０点） 
１８０点 １４０点 １５５点 

⑶ 利用者サービスの向上につながる独自の提案があり、実現が

可能か 

（８点×１１人＝８８点） 

６９点 ５１点 ６１点 

⑷ 利用者の要望・意見等を聴くための手段と業務改善の取組が

あるか 

（６点×１１人＝６６点） 

５３点 ３５点 ４０点 

２ 効率的・効果的な施設の運営（２６点×１１人＝２８６点） ２１５点 １６４点 １７７点 

⑴ 施設の設置目的を踏まえた管理・運営方針となっているか 

（８点×１１人＝８８点） 
６３点 ４８点 ５６点 

⑵ 施設の維持管理経費を節減するための積極的な取組がある 

 か 

（４点×１１人＝４４点） 

３４点 ２１点 ３３点 

⑶ 提案額は、事業計画を実現するための適正な額となってい 

るか  

（６点×１１人＝６６点） 

５２点 ４０点 ２７点 

⑷ 区民の雇用や区内企業の活用を図る取組があるか 

（４点×１１人＝４４点） 
３２点 ２８点 ３１点 

⑸ 利用者の増加策や施設稼働率（利用率）向上への取組は効果

的か 

（４点×１１人＝４４点） 

３４点 ２７点 ３０点 

３ 事業計画の遂行能力（３４点×１１人＝３７４点） ２５３点 ２２０点 ２３６点 

⑴ 経営状況及び財政基盤は安定しているか 

（８点×１１人＝８８点） 
６０点 ５１点 ５９点 

⑵ 職員構成、職員数及び組織の管理・運営体制は適切か 

（８点×１１人＝８８点） 
５２点 ５８点 ５５点 

⑶ 管理責任者及び職員の資格や経験は適切であり、職員のスキ

ルアップに向けた取組は十分か 

（４点×１１人＝４４点） 

３１点 ２９点 ２９点 

⑷ 個人情報保護の徹底及び積極的な情報公開を行う計画とな

っているか 

（４点×１１人＝４４点） 

３３点 ２４点 ２５点 

⑸ 災害その他緊急時の危機管理体制及び苦情処理体制は明確

か 

（６点×１１人＝６６点） 

３９点 ３５点 ３５点 

⑹ 同種事業に関する本区での実績の有無、他の自治体での実績

の有無 

（４点×１１人＝４４点） 

３８点 ２３点 ３３点 

合計（１００点×１１人＝１１００点） ８２２点 ６４５点 ７１２点 

 



社会福祉法人　奉優会 Ｂ Ｃ

(1) 利用者にとって平等に利用できる環境
が整えられているか

・ユニバーサルデザインの視点を踏まえた案内表示等を行う。
・応募が多い事業は、抽選制や2部制を導入する。

・応募が多い事業は、抽選制や先着制を導入する。
・貸室は毎月先着順で受付する。
・来館者数に応じたシフト体制を組む。

・ユニバーサルデザインの視点を踏まえた案内表示等を行う。

(２) 施設の設置目的を達成するための事業
計画となっているか

【健康保持及び増進】
・健康の保持・増進に資する介護予防体操・講座を実施するほか、介護予
防・日常生活支援総合事業に相当する住民主体型サービス事業を実施する。

【教養・いきがい創出】
・趣味生きがい講座、スマートフォン・タブレット講座を実施する。

【多世代交流事業】
・ユニバーサルファッションショー等、高齢者が主役となるイベントを実施
する。

【その他】
・高齢者支援総合センターと連携した事業を実施する。
・老人クラブ援助事業（合同イベント・健康講座等）を実施する。
・地域との連携事業（地域懇談会、出張講座）
・関連機関との連携事業（ボランティア相談会、防災・防犯事業）を実施す
る。
・オンライン講座を実施する。

【健康保持及び増進】
・健康の保持・増進に資する健康体操を実施するほか、健康麻雀を実施す
る。

【教養・いきがい創出】
・趣味いきがい講座、スマートフォン講座、ボランティアの育成・活動支援
を行う。

【多世代交流事業】
・区内児童施設との連携事業

【その他】
・区内児童施設、近隣施設との連携事業を実施する。

【健康保持及び増進】
・健康の保持・増進に資する介護予防体操を実施するほか、ウォーキング講
座を実施する。

【教養・いきがい創出】
・趣味・生きがい講座、スマートフォン講座、オンライン講座を実施する。

【多世代交流事業】
・キッズコーナーイベント等を実施する。

【その他】
・地域との連携事業（地域懇談会、講座企画等）、関係機関との連携事業
（シルバー人材センター等）を実施する。

(３) 利用者サービスの向上につながる独自
の提案があり、実現が可能か

・オンライン講座、専門相談を実施する。
・法人が運営するインターネットサイト「YELL」を活用したボランティアの
マッチングを推進する。

・来館者に活動状況を知ってもらい、参加促進に繋げるため、活動内容を撮
影・編集し、館内で放映する。

・オンライン講座、専門相談を実施する。

(４) 利用者の要望・意見等を聴くための手
段と業務改善の取組があるか

・意見箱の設置や定期的なアンケート調査を実施する。
・利用者懇談会、地域意見交換会を実施する。
・施設の利用に関する意見交換会(トレーニングルーム、交流活動室等)を実
施する。

・意見箱の設置や定期的なアンケート調査を実施する。 ・意見箱の設置や定期的なアンケート調査を実施する。
・利用者懇談会を実施する。

(１) 施設の設置目的を踏まえた管理・運営
方針となっているか

・高齢者が生きがいを持って暮らせるしくみづくりとしての、「地域包括ケ
アシステムの充実」の実現に向けて取り組む。

・利用者ニーズに合わせた事務事業に再構築する。
・高齢者の自主的活動、自主グループへの転換を推進する。

・高齢者の地域活動への関心、意欲向上及び社会参加を促進する。

(２) 施設の維持管理経費を節減するための
積極的な取組があるか

・予防保全の考え方に基づく修繕を行い、ライフサイクルコストを削減す
る。
・物品の使用量の削減や節電を推進する。

・具体的な提案なし。 ・予防保全の考え方に基づく修繕を行い、ライフサイクルコストを削減す
る。
・物品の使用量の削減や節電を推進する。

(３) 提案額は、事業計画を実現するための
適正な額となっているか

・指定管理料（提案額）：51,595,099円 ・指定管理料（提案額）：54,000,000円 ・指定管理料（提案額）：60,170,000円

(４) 区民の雇用や区内企業の活用を図る取
組があるか

・墨田区民を優先的に雇用する。
・高齢者を雇用する。
・区内事業者との連携を図る。

・墨田区民を優先的に雇用にする。 ・墨田区民を優先的に雇用する。

(５) 利用者の増加策や施設稼働率（利用
率）向上への取組は効果的か

・紙面やＳＮＳ等の電子媒体を活用した情報発信を行う。 ・種々の情報を映像により発信していく。 ・紙面やＳＮＳ等の電子媒体を活用した情報発信を行う。

いきいきプラザ指定管理者　申請者提案概要
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(１) 経営状況及び財政基盤は安定している
か

・サービス活動増減差額
　　　　　　　　　令和3年度末：271,413千円
　　　　　　　　　令和2年度末：573,377千円
・経常増減差額　　令和3年度末：267,263千円
　　　　　　　　　令和2年度末：564,007千円
・流動比率　　　　令和3年度末：189.8％
　　　　　　　　　令和2年度末：203.7％
・固定長期適合率　令和3年度末：85.0％
　　　　　　　　　令和2年度末：84.9％
・自己資本比率　　令和3年度末：57.2％
　　　　　　　　　令和2年度末：61.9％

・営業利益　　　　令和3年度末：117,248千円
　　　　　　　　　令和2年度末：214,223千円
・経常利益　　　　令和3年度末：94,884千円
　　　　　　　　　令和2年度末：182,744千円
・流動比率　　　　令和3年度末：101.5％
　　　　　　　　　令和2年度末：144.7％
・固定長期適合率　令和3年度末：99.8％
　　　　　　　　　令和2年度末：94.9％
・自己資本比率　　令和3年度末：43.1％
　　　　　　　　　令和2年度末：44.9％

・営業利益　　　　令和3年度末：498,686千円
　　　　　　　　　令和2年度末：473,051千円
・経常利益　　　　令和3年度末：497,381千円
　　　　　　　　　令和2年度末：581,841千円
・流動比率　　　　令和3年度末：178.6％
　　　　　　　　　令和2年度末：168.8％
・固定長期適合率　令和3年度末：25.0％
　　　　　　　　　令和2年度末：29.9％
・自己資本比率　　令和3年度末：27.3％
　　　　　　　　　令和2年度末：24.1％

(２) 職員構成、職員数及び組織の管理・運
営体制は適切か

・施設及び事業運営に必要な人員を配置する。 ・施設及び事業運営に必要な人員を配置する。 ・施設及び事業運営に必要な人員を配置する。

(３) 管理責任者及び職員の資格や経験は適
切であり、職員のスキルアップに向けた取
組は十分か

・同種施設の勤務経験者、適切なマネジメントと地域との連携を推進できる
館長のほか、介護予防運動指導員を配置する。
・施設及び事業運営に必要な研修を実施する。

・地域との連携を推進できる館長のほか、知識・経験等を身につけた職員を
配置する。
・施設及び事業運営に必要な研修を実施する。

・介護職員初任者研修修了者、地域との連携を推進できる館長のほか、介護
関係の有資格者等を配置する。
・施設及び事業運営に必要な研修を実施する。

(４) 個人情報保護の徹底及び積極的な情報
公開を行う計画となっているか

・法令等に基づき対応する。 ・法令等に基づき対応する。 ・法令等に基づき対応する。

(５) 災害その他緊急時の危機管理体制及び
苦情処理体制は明確か

・危機管理マニュアルの整備、防災訓練・普通救命講習会の実施のほか、職
員の防災士資格の取得を推進する。また、地域の防災活動への参加や、防災
ネットワークの構築へ向けた取り組みを行う。
・新型コロナウイルス感染症は、厚生労働省、区、法人のガイドライン、マ
ニュアルに則した予防対応を行う。
・苦情対応体制を構築する。

・危機管理マニュアルを整備するとともに、防災訓練を実施する。
・新型コロナウイルス感染症は、法人ガイドラインに基づき感染予防対応を
行う。
・苦情対応体制を構築する。

・危機管理マニュアルを整備するとともに、防災訓練を実施する。
・新型コロナウイルス感染症は、法人ガイドラインに基づき感染予防対応を
行う。
・苦情対応体制を構築する。

(６) 同種事業に関する本区での実績の有
無、他の自治体での実績の有無

・本区では、立花ゆうゆう館の運営実績あり。
・他自治体でも、同種施設の運営実績が多数あり。

・本区及び他自治体において実績なし。（本区での高齢者関連事業の受託実
績はあり）

・本区での高齢者関連事業の受託実績あり。
・他自治体でも、同種施設の運営実績が複数あり。
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